
（１）第３０９号 ２０２６年（令和８年）４月２８日 火曜日向 陵 高 等 学 校 新 聞

桜
前
線
が
少
し
ず
つ
北
上
し
、
八
戸
も
本
格

的
に
春
を
迎
え
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
春
の

陽
気
が
私
た
ち
新
入
生
の
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を

祝
福
し
て
く
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て
い
ま

す
。私

た
ち
新
入
生
は
今
年
五
十
周
年
を
迎
え
る

向
陵
高
校
に
入
学
す
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も

う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
さ
く
ら
野
で
制
服
を
採

寸
を
し
、
袖
を
通
し
、
入
学
者
説
明
会
に
参
加

す
る
こ
と
で
、
私
は
春
か
ら
高
校
生
に
な
る
ん

だ
と
い
う
気
持
ち
が
強
ま
り
、
こ
れ
か
ら
の
生

活
に
期
待
を
膨
ら
ま
せ
て
き
ま
し
た
。

私
が
高
校
生
活
で
頑
張
り
た
い
こ
と
は
三
つ

あ
り
ま
す
。
一
つ
目
は
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ

と
で
す
。
中
学
生
の
頃
は
「
今
ま
で
通
り
」
「
い
つ
も
通
り
」
で
、
新
し
く
挑
戦
す
る

こ
と
に
は
消
極
的
で
し
た
。
変
わ
り
た
い
と
思
っ
て
い
て
も
、
な
か
な
か
最
初
の
一
歩

が
踏
み
出
せ
な
い
ま
ま
で
し
た
。
高
校
入
学
を
機
に
最
初
の
一
歩
を
踏
み
出
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
チ
ャ
レ
ン
ジ
講
座
で
は
ダ
ッ
チ
オ
ー
ブ
ン
や
ゴ
ル
フ
な
ど
今
ま
で
の
生
活

で
は
全
く
触
れ
て
こ
な
か
っ
た
よ
う
な
の
も
あ
り
ま
す
。
中
学
生
の
頃
は
少
し
避
け
て

き
て
い
た
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
や
ダ
ン
ス
な
ど
に
も
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
、
自
分
の
可
能
性

を
広
げ
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。

二
つ
目
は
勉
強
で
す
。
私
は
中
学
生
の
頃
に
、
学
校
に
足
が
な
か
な
か
向
か
な
い
時

期
が
あ
り
ま
し
た
。
幸
い
、
学
校
に
行
く
よ
う
に
は
な
り
ま
し
た
が
、
学
習
面
で
の
不

安
が
残
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
今
で
も
残
っ
て
い
ま
す
。
高
校
で
は
そ
れ
を
解
消
し
、
仲

間
と
一
緒
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
喜
び
感
じ
な
が
ら
、
確
か
な
学
力
を
つ
け
て
い
き
た

い
で
す
。

三
つ
目
は
、
人
間
関
係
づ
く
り
で
す
。
私
は
、
中
学
校
の
先
生
方
や
友
達
に
温
か
い

言
葉
を
か
け
て
も
ら
っ
た
り
、
優
し
く
接
し
て
も
ら
っ
た
り
し
た
経
験
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
親
の
サ
ポ
ー
ト
も
あ
り
、
中
学
校
を
卒
業
し
、
こ
う
し
て
新
し
い
ス
タ
ー
ト
を

切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
人
と
の
か
か
わ
り
の
大
切
さ
を
と
て
も
感
じ
た
中
学
三
年

間
で
し
た
。
高
校
生
活
で
は
、
周
り
の
人
に
助
け
ら
れ
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
私
が
周

り
の
人
に
し
て
も
ら
っ
た
よ
う
に
、
今
度
は
自
分
が
助
け
て
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
な
人
に

な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
自
分
か
ら
あ
い
さ
つ
を
し
た
り
、
話
し
か

け
た
り
す
る
な
ど
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
事
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。
ま
た
、

人
と
の
心
の
距
離
感
も
大
事
に
し
て
、
お
互
い
が
心
地
よ
い
関
係
を
つ
く
っ
て
い
け
る

よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
三
つ
を
頑
張
る
こ
と
が
、
校
訓
で
あ
る
「
進
取
」
「
練
磨
」
「
敬
愛
」
の
達
成

に
つ
な
が
る
と
考
え
ま
す
。

高
校
生
活
を
始
め
る
に
あ
た
り
、
生
活
環
境
や
学
習
内
容
、
人
間
関
係
な
ど
の
「
変

わ
る
も
の
」
も
あ
る
中
、
自
分
の
好
き
な
こ
と
を
継
続
し
、
極
め
て
い
く
な
ど
「
変
わ

ら
な
い
も
の
」
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
全
て
を
成
長
の
糧
と
し
て
、
仲
間
と
共
に
学
び
、
共
に
活
動
し
、
共
に
感
動
す

る
三
年
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
新
入
生
一
丸
と
な
っ
て
高
校
生
活
を
全
力

で
楽
し
み
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
先
生
方
、
保
護
者
の
皆
様
、
そ
し
て
三
年
間
を
共
に
過
ご
す

新
入
生
の
皆
さ
ん
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

令
和
八
年
四
月
七
日

新
入
生
代
表

八
戸
市
立
第
二
中
学
校
出
身

佐
々
木

凜

４
月
７
日
（
火
）
、
新
入

生
49
名
を
迎
え
令
和
８
年
度

入
学
式
が
挙
行
さ
れ
た
。
校

長
先
生
は
「
よ
う
こ
そ
笑
顔

あ
ふ
れ
る
向
陵
へ
」
と
新
入

生
を
歓
迎
し
、
「
ど
の
よ
う

な
大
人
に
な
り
た
い
か
。
し
っ

か
り
と
見
据
え
な
が
ら
登
校

し
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
掛
け

た
。
ま
た
、
新
入
生
代
表
の

挨
拶
を
務
め
た
佐
々
木
凜
さ

ん
（
第
二
中
学
校
出
身
）
は
、

「
仲
間
と
共
に
学
び
、
共
に

活
動
し
、
共
に
感
動
す
る
三

年
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
新
入
生
一
丸
と
な
っ
て
高
校
生
活

を
全
力
で
楽
し
み
ま
す
」
と
高
校
生
活
へ
の
意
欲
を
述
べ
て
く
れ
た
。

大
嶋

遥
夏
（
養
護
教
諭
）

（
三
条
中
学
校
／
八
戸
西
高
出
身
）

初
め
ま
し
て
、
養
護
教
諭
の
大
嶋
遥
夏

で
す
。
好
き
な
言
葉
は
「
※
福
、
雲
の
如

し
」
で
す
。
み
な
さ
ん
に
巡
り
逢
え
た
こ

と
が
、
私
に
と
っ
て
大
き
な
幸
運
だ
と
日
々

感
じ
て
い
ま
す
。
好
き
な
食
べ
物
、
動
物
、

言
葉
な
ど
た
く
さ
ん
教
え
て
く
だ
さ
い
ね
。

養
護
教
諭
と
し
て
ま
だ
ま
だ
な
私
で
す
が
、

み
な
さ
ん
と
共
に
学
び
、
共
に
成
長
し
て

い
き
た
い
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
が
思
い
描
く

高
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

保
健
室
か
ら
見
守
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

高
島

幸
喜
（
英
語
担
当
）

（
岩
手
県
奥
州
市
出
身
）

私
は
、
英
語
教
師
と
し
て
４
月
か
ら

働
き
始
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
未

来
あ
る
生
徒
た
ち
に
英
語
の
授
業
が
で

き
る
と
は
、
今
で
も
信
じ
ら
れ
な
い
思

い
で
す
。
こ
の
歳
に
な
っ
て
、
看
護
の

仕
事
か
ら
高
校
教
師
に
転
職
と
は
、
一

般
的
に
は
在
り
え
な
い
こ
と
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
人
生
の
転
機
を
プ
ラ

ス
と
捉
え
、
前
に
進
む
し
か
な
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
生
徒
に
英
語
を
教
え
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
異

文
化
を
知
り
、
日
々

を
豊
か
に
楽
し
く
過
ご
せ
る
手
助
け
と
な
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。
と
に
か
く
頑
張
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

※
「
福
、
雲
の
如
し
」

は
、
「
福
如
雲
」
と

も
書
き
、
読
み
方
は
、

主
に
「
ふ
く
じ
ょ
う

ん
」
ま
た
は
「
ふ
く
、

く
も
の
ご
と
し
」
。

意
味
は
「
幸
福
が
雲
の
よ
う
に
次
々

と
湧
き
起
こ
る
」
と
い
う
多
く
の
幸

福
を
た
と
え
た
言
葉
。
「
幸
福
が
雲

の
ご
と
く
次
々
に
や
っ
て
き
た
ら
素

晴
ら
し
い
」
と
の
願
い
が
込
め
ら
れ

て
い
る
吉
祥
を
表
す
禅
語
や
言
葉
で

も
あ
る
。
書
道
な
ど
で
書
き
表
さ
れ

る
こ
と
が
多
い
。



（２）第３０９号 ２０２６年（令和８年）４月２８日 火曜日向 陵 高 等 学 校 新 聞

令
和
８
年
度
の
ク
ラ
ス

役
割
が
決
定
し
た
こ
と
に

伴
い
、
４
月
20
日
（
月
）
、

任
命
式
が
行
わ
れ
た
。
司

会
進
行
を
生
徒
会
役
員
の

丹
野
周
杜
さ
ん
（
２
年
・

第
二
中
学
校
出
身
）
が
務

め
、
リ
ー
ダ
ー
、
委
員
長

を
一
人
ひ
と
り
紹
介
し
た
。

任
命
状
は
、
校
長
先
生
か

ら
各
ク
ラ
ス
の
リ
ー
ダ
ー

代
表
と
し
て
賴
住
隆
太
さ

ん
、
委
員
長
の
代
表
と
し

て
村
田
翼
さ
ん
（
湊
中
学

校
出
身
）
の
２
人
に
授
与

さ
れ
、
「
責
務
を
全
う
す

る
よ
う
に
」
と
の
激
励
が

あ
っ
た
。

《
高
円
宮
杯
Ｊ
Ｆ
Ａ

Ｕ-

18
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ

２
０
２
６
青
森
県
県
３
部
前
期
ラ
ウ
ン
ド
》

◯
４
月
12
日
（
日
）
向
陵

０-

５

光
星
３
rd

◯
４
月
19
日
（
日
）
向
陵

４-

２

工
大
一
２
nd

〈
得
点
〉
２
年

古
舘

蒼
空
（
江
陽
中
学
校
出
身
）

１
年

福
島

颯
太
（
古
河
市
立
三
和
東
中
学
校
出
身
）

１
年

古
川

幸
輔
（
松
戸
市
立
常
盤
平
中
学
校
出
身
）

１
年

溝
口
奏
太
朗
（
長
者
中
学
校
出
身
）

◯
４
月
26
日
（
日
）
向
陵

２-

１

八
西
２
nd

１
年

福
島

颯
太
（
古
河
市
立
三
和
東
中
学
校
出
身
）

１
年

溝
口
奏
太
朗
（
長
者
中
学
校
出
身
）

４
月
８
日
（
水
）
、
生
徒
会
主
催
で
新
入
生
と
先
輩
た
ち
の
初
顔
合
わ

せ
と
な
る
対
面
式
が
行
わ
れ
た
。
最
初
に
、
生
徒
会
長
の
村
田
翼
さ
ん

（
３
年
・
湊
中
学
校
出
身
）
が
歓
迎
の
言
葉
を
述
べ
、
新
入
生
代
表
の
挨

拶
を
佐
々
木
凜
さ
ん
（
１
年
・
第
二
中
学
校
出
身
）
が
行
っ
た
。
新
入
生

た
ち
は
、
全
員
が
所
属
す
る
こ
と
に
な
る
委
員
会
の
活
動
内
容
に
真
剣
に

耳
を
傾
け
て
い
た
。
続
く
部
活
動
紹
介
で
は
、
ど
ん
な
部
活
動
が
あ
る
の

か
、
ど
ん
な
先
輩
が
い
る
の
か
、
冊
子
を
見
た
り
、
ス
テ
ー
ジ
を
見
た
り

し
て
い
た
。

４
月
９
日
（
木
）
、
全

校
生
徒
対
象
で
各
学
年
ご

と
に
進
路
・
生
活
指
導
な

ど
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
行
っ

た
。
１
年
生
は
さ
ら
に
、

授
業
の
受
け
方
や
出
欠
な

ど
中
学
校
と
は
異
な
る
シ

ス
テ
ム
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
た
。
２
年
生
は
進
路

別
の
ク
ラ
ス
編
成
と
な
り
、

今
や
る
べ
き
こ
と
に
つ
い

て
話
を
聞
い
た
。
最
高
学

年
と
な
る
３
年
生
は
、
進

路
決
定
ま
で
の
流
れ
を
確

認
。
将
来
に
向
け
て
、
勝

負
の
年
と
な
る
だ
け
に
最

上
級
生
ら
し
い
態
度
で
臨

ん
で
い
た
。

《
高
円
宮
杯
Ｊ
Ｆ
Ａ

Ｕ-

18
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ

２
０
２
６
青
森
県
２
部
リ
ー
グ
》

◯
４
月
11
日
（
土
）
向
陵

４-

０

三
農
２
nd

〈
得
点
〉
３
年

小
原

優
羽
（
秦
野
市
立
本
町
中
学
校
出
身
）

３
年

鈴
木

柊
介
（
大
井
町
立
湘
光
中
学
校
出
身
）

３
年

田
邉

慧
（
横
浜
市
立
中
川
西
中
学
校
出
身

）
２

◯
４
月
25
日
（
土
）
向
陵

０-

14

青
森
山
田
４
th

《
各
ク
ラ
ス
リ
ー
ダ
ー
・
副
リ
ー
ダ
ー
》

１
年
１
組

リ
ー
ダ
ー

松
浦

丈
翔
（
古
河
市
立
三
和
東
中
学
校
出
身
）

副
リ
ー
ダ
ー

赤
座

練
（
下
長
中
学
校
出
身
）

１
年
２
組

リ
ー
ダ
ー

福
島

颯
太
（
古
河
市
立
三
和
東
中
学
校
出
身
）

副
リ
ー
ダ
ー

細
越

來
人
（
第
一
中
学
校
出
身
）

２
年
１
組

リ
ー
ダ
ー

松
川

颯
蒼
（
青
森
市
立
沖
館
中
学
校
出
身
）

副
リ
ー
ダ
ー

中
村

凪
紗
（
根
城
中
学
校
出
身
）

２
年
２
組

リ
ー
ダ
ー

黒

小
太
郎
（
亘
理
町
立
逢
隈
中
学
校
出
身
）

副
リ
ー
ダ
ー

木
村

優
仁
（
北
稜
中
学
校
出
身
）

３
年
１
組

リ
ー
ダ
ー

小
原

優
羽
（
秦
野
市
立
本
町
中
学
校
出
身
）

副
リ
ー
ダ
ー

鈴
木

柊
介
（
大
井
町
立
湘
光
中
学
校
出
身
）

３
年
２
組

リ
ー
ダ
ー

賴
住

隆
汰
（
厚
木
市
立
小
鮎
中
学
校
出
身
）

副
リ
ー
ダ
ー

長
谷
川
航
太
（
江
東
区
立
深
川
第
四
中
学
校
出
身

）

《
各
委
員
会
委
員
長
・
副
委
員
長
》
委
員
長
３
年

副
委
員
長
２
年

中
央
委
員
会
委
員
長

村
田

翼
（
湊
中
学
校
出
身
）

副
委
員
長

丹
野

周
杜
（
第
二
中
学
校
出
身
）

生
活
向
上
委
員
会
委
員
長

松
田

和
花
（
洋
野
町
立
種
市
中
学
校
出
身
）

副
委
員
長

八
幡

優
菜
（
湊
中
学
校
出
身
）

環
境
整
備
委
員
会
委
員
長

川
俣

創
（
笠
間
市
立
笠
間
中
学
校
出
身
）

副
委
員
長

古
舘

蒼
空
（
江
陽
中
学
校
出
身
）

保
健
体
育
委
員
会
委
員
長

木
田

明
秀
（
白
山
台
中
学
校
出
身
）

副
委
員
長

小
笠
原
健
悟
（
五
戸
町
立
五
戸
中
学
校
出
身
）

文
化
委
員
会
委
員
長

榊

朔
愛
（
十
和
田
市
立
甲
東
中
学
校
出
身
）

副
委
員
長


引

煌
星
（
大
館
中
学
校
出
身
）

図
書
委
員
会
委
員
長

坂
本

響
亮
（
北
稜
中
学
校
出
身
）

副
委
員
長

本
田

優
愛
（
五
戸
町
立
五
戸
中
学
校
出
身
）

防
災
委
員
会
委
員
長

上
井

啓
人
（
第
二
中
学
校
出
身
）

副
委
員
長

佐
々
木
礼
登
（
江
陽
中
学
校
出
身
）

４
月

2
2

日
（
水
）
、

地
震
を
想
定
し
た
全

校
避
難
訓
練
が
行
わ

れ
た
。

2
0

日
（
月
）

に
震
度
５
強
を
観
測

し
て
い
た
こ
と
か
ら

災
害
の
怖
さ
を
実
感

し
て
い
た
は
ず
だ
が
、

一
部
、
談
笑
し
な
が

ら
避
難
す
る
姿
が
見

ら
れ
た
。
今
回
は
、

非
常
階
段
を
使
っ
た

避
難
も
あ
っ
た
が
、

全
校
生
徒
の
避
難
完

了
は
ス
ム
ー
ズ
だ
っ
た
。
実
際
の
災
害
の
時
に
は
、
訓
練
の

よ
う
に
い
か
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
災
害
時
に
パ
ニ
ッ
ク

を
防
ぎ
、
迅
速
・
安
全
に
命
を
守
る
行
動
を
と
る
た
め
に
や

は
り
訓
練
は
不
可
欠
で
あ
る
。
今
後
、
火
災
と
津
波
を
想
定

し
た
訓
練
も
予
定
し
て
い
る
。

今
年
４
月
１
日
か
ら

1
6

歳
以
上
の
自
転
車
運
転
者
に
対
し
、

違
反
行
為
に
反
則
金
（
青
切
符
）
が
適
用
さ
れ
た
こ
と
を
受

け
、
４
月

2
7

日
（
月
）
、
全
校
生
徒
を
対
象
に
交
通
安
全
講

習
が
行
わ
れ
た
。
違
反
行
為
は
、

113

種
類
に
も
及
び
、
そ
の

種
類
の
多
さ
に
困
惑
し
て
い
る
人
が
い
る
の
も
現
状
。
ま
た
、

青
切
符
制
度
を
悪
用
し
た
詐
欺
事
件
が
起
き
て
い
る
こ
と
か

ら
、
主
だ
っ
た
ル
ー
ル
の
確
認
と
詐
欺
に
つ
い
て
注
意
喚
起

が
行
わ
れ
た
。
講
話
の
最
後
に
、
長
谷
川
航
太
さ
ん
（
３
年
・

江
東
区
立
深
川
第
四
中
学
校
出
身
）
か
ら
「
自
転
車
の
固
定

ス
タ
ン
ド
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
装
着
し
て
地
図
を
見
る
こ

と
は
違
反
に
な
り
ま
す
か
」
と
い
う
質
問
が
上
が
っ
た
。
宮

下
さ
ん
か
ら
は
「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
地
図
画
面
を
注
視
し

な
が
ら
走
り
続
け
る
、
手
に
持
っ
て
画
面
を
操
作
し
続
け
る

と
い
う
行
為
が
あ
れ
ば
違

反
と
な
る
が
注
視
の
度
合

い
に
も
よ
る
。
あ
れ
ば
見

て
し
ま
う
の
が
人
間
の
心

理
な
の
で
、
つ
け
な
い
の

が
よ
い
。
ど
う
し
て
も
見

る
必
要
が
あ

る
場
合
は
、

安
全
な
場
所

で
確
認
す
る

こ
と
」
と
の

回
答
が
あ
っ

た
。

講
師

八
戸
警
察
署

宮
下

幸
代
様


